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　本
定
例
会
に
お
い
て
、
特
別
委
員
会
の
結

審
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　当
委
員
会
は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正
化
工
事
の
実
施

や
、
市
の「
ご
み
処
理
施
設
あ
り
方
検
討
委

員
会
」の
設
置
を
受
け
、
議
会
側
も
対
応
が

必
要
と
の
判
断
か
ら
平
成
23
年
６
月
に
設

置
し
た
も
の
で
あ
る
。以
後
、
こ
れ
ま
で
延

べ
14
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
会
の
設
置
目
的
で
あ
る
付
議
事
件
の
４

項
目
に
つ
い
て
、次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

　「糸
魚
川
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

適
正
化
及
び
恒
久
対
策
に
つ
い
て
」
で
は
、

施
設
の
あ
る
大
野
区
の
区
民
の
安
全
・
安

心
を
第
一
に
、
地
区
の
民
意
を
十
分
く
み

取
ら
れ
、着
工
に
至
っ
た
。

　「一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
新
増
設
に

つ
い
て
」
で
は
、
最
終
処
分
場
適
正
化
工
事

と
と
も
に
付
帯
施
設
の
工
事
も
進
め
ら
れ

て
は
い
る
が
、
今
後
も
大
野
区
と
の
協
議

を
十
分
に
行
い
、
理
解
を
得
た
上
で
整
備

を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

　「不
燃
ご
み
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て
」

で
は
、
関
係
住
民
と
十
分
な
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
今
後
作
成
さ
れ
る「
ご
み
処
理

施
設
基
本
構
想
」に
基
づ
き
、
施
設
整
備
を

計
画
的
に
推
進
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

た
。

　「ご
み
処
理
施
設
の
調
査
及
び
対
策
に
つ

い
て
」で
は
、
当
委
員
会
に
お
い
て
も
関
係

者
協
議
や
現
地
視
察
等
に
よ
り
現
状
把
握

や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
見
定
め
て
き

た
が
、
市
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
後
作
成

す
る
「
ご
み
処
理
施
設
基
本
構
想
」
に
十
分

生
か
し
て
ほ
し
い
。

　付
議
事
件
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る

が
、
委
員
会
で
は
、
大
野
区
へ
の
市
の
姿
勢

に
つ
い
て
数
多
く
の
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
て
お
り
、
誠
意
を
示
す
姿
勢
を
よ
り
明

確
に
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。ま
た
、
今
回

の
結
審
に
際
し
、
次
の
意
見
集
約
を
行
っ

た
。　１

点
目
と
し
て
、
本
件
は
平
成
21
年
の

問
題
発
覚
か
ら
現
在
に
お
い
て
も
解
決
に

至
ら
な
い
こ
と
は
大
変
遺
憾
で
あ
り
、
市

は
、
こ
の
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
速
や
か
に

解
決
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　２
点
目
と
し
て
、
施
設
整
備
事
業
者
と

し
て
同
義
的
責
任
を
認
め
て
い
る
株
式
会

社
日
立
製
作
所
へ
の
、
一
層
の
管
理
監
督

に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　３
点
目
と
し
て
、
ご
み
政
策
に
対
す
る

市
の
理
念
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
事
業
推
進
を
要
望
す
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
関
係
地
区
住
民
の
安
全

と
安
心
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
市
の
ご
み
処

理
問
題
解
決
に
向
け
、
早
期
の
措
置
を
強

く
要
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　平
成
23
年
６
月
に
当
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
13
回
の
委
員
会
開

催
の
ほ
か
、
要
望
活
動
や
近
隣
議
会
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
活
動
に
努
め
て
き
た
。

　「姫
川
港
貨
物
取
扱
い
急
増
に
伴
う
整
備

計
画
の
早
期
完
成
と
次
期
計
画
の
調
査
と

整
備
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
港
湾
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
国
の
地
方
港
湾
整
備
の
予

算
枠
の
減
少
に
よ
り
、
工
事
進
ち
ょ
く
に

も
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。今
年
2
月
、
当
委

員
会
が
行
っ
た
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
活

動
に
お
い
て
、
国
に
お
け
る
同
港
へ
の
認

識
を
確
認
し
た
が
、
委
員
会
と
し
て
は
平

成
28
年
度
ま
で
に
予
定
通
り
整
備
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　「北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
と
駅
周
辺
整

備
の
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、
新
幹
線
駅
舎

１
階
部
分
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
収
益
性

や
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
提
供
機

能
の
検
討
等
を
行
う
よ
う
市
に
求
め
て
い

る
。　「地

域
高
規
格
道
路
松
本
糸
魚
川
連
絡

道
路
市
内
区
間
の
整
備
区
間
へ
の
昇
格
に

つ
い
て
」
で
は
、
こ
こ
数
年
、
当
事
業
の
進

ち
ょ
く
が
な
い
中
、
県
の
枠
組
み
を
超
え
、

長
野
県
小
谷
村
議
会
・
白
馬
村
議
会
と
合

同
の
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
意
義
深
か
っ
た
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
国
の
公
共
事
業
費
の
拡
大
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に

と
ら
わ
れ
な
い
強
力
な
取
り
組
み
を
要
望

す
る
。

　「一
般
国
道
８
号
糸
魚
川
東
バ
イ
パ
ス
大

和
川
〜
押
上
間
の
早
期
完
成
と
間
脇
〜
梶

屋
敷
間
の
調
査
に
つ
い
て
」
で
は
、
間
脇
〜

梶
屋
敷
間
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
今
後
は
全
線
開
通
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　「北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う
並
行
在
来

線
の
調
査
、研
究
と
大
糸
線
の
活
性
化
調
査

に
つ
い
て
」
で
は
、
委
員
会
と
し
て
新
潟
県

及
び
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
株
式
会
社
に

要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
昨
年
11
月

に
は
、
富
山
県
に
対
し
て
も
、
富
山
県
東
部

の
３
市
２
町
議
会
と
合
同
で
県
境
運
行
の

利
便
性
等
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。
ま

た
、
市
に
は
並
行
在
来
線
の
利
便
性
や
沿

線
市
負
担
の
問
題
に
関
し
て
今
後
も
し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
望
む
と
と
も
に
、
関

係
機
関
に
は
、
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
の
運
行
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
市
民
か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
今
後
も
努
力
を
求
め
た
い
。

　議
員
任
期
の
都
合
上
、
今
回
、
結
審
と
な

る
が
、
こ
れ
ら
は
当
市
の
発
展
に
関
わ
る

重
要
な
項
目
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の

事
業
が
一
層
前
進
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
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